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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期

第２四半期連結
累計期間

第28期
第２四半期連結

累計期間
第27期

会計期間

自平成25年
　６月１日
至平成25年
　11月30日

自平成26年
　６月１日
至平成26年
　11月30日

自平成25年
　６月１日
至平成26年
　５月31日

売上高 （千円） 2,597,311 2,974,390 5,444,875

経常利益 （千円） 35,601 59,933 100,547

四半期（当期）純利益 （千円） 25,502 33,645 51,010

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 25,901 46,333 69,888

純資産額 （千円） 881,731 960,714 928,504

総資産額 （千円） 2,215,944 2,513,984 2,091,451

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 26.69 35.21 53.38

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 29.4 28.6 32.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △275,240 △414,574 145,641

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △122,504 △7,783 △139,320

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 342,913 275,317 116,002

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 848,123 877,699 1,025,206

 

回次
第27期

第２四半期連結
会計期間

第28期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成25年
　９月１日
至平成25年
　11月30日

自平成26年
　９月１日
至平成26年
　11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 10.92 23.18

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第27期第２四半期連結累計期間、第28期

第２四半期連結累計期間及び第27期は希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．当社は、平成25年12月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴

い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益金額を

算定しております。

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 本項における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間において、当社グループは企業と人材を繋ぐ役割と機能を果たすため、質の高い人材

サービスの提供を通じて双方が求めるニーズに応えてまいりました。当第２四半期連結累計期間は、北海道の市

場を基盤としながら東北地方においても雇用環境の改善を念頭に企業業績の拡大と地域の活性化に向けた業務を

推進し、収益の拡大を目指してまいりました。

　人材派遣関連事業においては、派遣ニーズの増加により売上高及びセグメント利益とも前年同期を上回りまし

た。人材派遣関連事業（関東）においては、大手量販店での販売員ニーズが増加し売上高が前年同期を上回りま

したが、労務費及び広告費等の原価増によりセグメント利益は前年同期を下回りました。人材紹介事業において

は、医療系紹介の成約件数が伸びず、売上高及びセグメント利益が前年同期を下回りました。再就職支援事業に

おいては、受託件数が増えたことにより売上高及びセグメント利益が前年同期を上回りました。ペイロール事業

においては、給与計算処理並びに住民税処理業務件数の増加により売上高が前年同期を上回り、セグメント損失

も圧縮されました。その他事業は、前連結会計年度において計上されていた施設管理業務が契約期間満了にて終

了したことにより売上高が減少しております。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高2,974,390千円（前年同期比

14.5％増）、営業利益58,215千円（同54.6％増）、経常利益59,933千円（同68.3％増）、四半期純利益33,645千

円（同31.9％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

　①人材派遣関連事業

　人材派遣関連事業においては、景気の回復基調に伴う派遣ニーズの増加により売上高及びセグメント利益が前

年同期を上回ることとなりました。この結果、売上高1,681,887千円（同14.8％増）、セグメント利益172,893千

円（同32.0％増）となりました。

　②人材派遣関連事業（関東）（株式会社セールスアウトソーシング）

　人材派遣関連事業（関東）においては、大手量販店での販売員ニーズの増加により売上高が前年同期を上回り

ましたが、登録者確保に係る広告費及び稼動スタッフに係る労務費の増加等によりセグメント利益が前年同期を

下回ることとなりました。この結果、売上高281,145千円（同13.2％増）、セグメント利益2,597千円（同58.3％

減）となりました。

　③人材紹介事業

　人材紹介事業においては、医師、薬剤師及び看護師などの医療関連技術者の人材紹介の成約件数が伸びず、売

上高及びセグメント利益が前年同期を下回ることとなりました。この結果、売上高58,938千円（同10.5％減）、

セグメント利益19,636千円（同32.6％減）となりました。

　④再就職支援事業

　再就職支援事業においては、行政官庁からの雇用対策事業の受託件数が増加したことにより売上高及びセグメ

ント利益が前年同期を上回ることとなりました。この結果、売上高656,591千円（同26.4％増）、セグメント利

益67,922千円（同16.8％増）となりました。
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　⑤ペイロール事業（株式会社エコミック）

　ペイロール事業においては、首都圏及び関西圏での積極的な営業展開の結果、給与計算処理や住民税処理業務

の新規顧客獲得で処理件数が増加したことにより、売上高が前年同期を上回ることとなりました。また、給与計

算業務等における作業工程の改善により、セグメント損失を圧縮することが出来ました。この結果、売上高

253,037千円（同26.8％増）、セグメント損失16,890千円（前年同期はセグメント損失29,778千円）となりまし

た。

　⑥その他

　前連結会計年度において計上されていた施設管理業務が、契約期間満了にて終了したことにより売上高が減少

しております。海外赴任者向けの語学研修事業において、対中国情勢の影響による赴任者数減少の影響を受けた

ことにより売上高及びセグメント利益が前年同期を下回ることとなりました。この結果、売上高42,790千円（同

57.0％減）、セグメント損失11,197千円（前年同期はセグメント利益8,975千円）となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は売上債権の増加額等が税金

等調整前四半期純利益55,933千円及び短期借入による収入等を上回ったため、期首残高に比べて147,507千円減

少し、当第２四半期連結累計期間末には877,699千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は414,574千円（前年同期比50.6％増）となりました。これは主に売上債権の増

加額が税金等調整前四半期純利益55,933千円の計上等を上回った結果であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は7,783千円（同93.6％減）であります。これは主に敷金及び保証金の差入によ

る支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は275,317千円（同19.7％減）であります。これは主に短期借入れによる収入に

よるものであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,280,000

計 3,280,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年１月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 955,600 955,600 札幌証券取引所
単元株式数

100株

計 955,600 955,600 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成27年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成26年９月１

日～平成26年11月30

日

－ 955,600 － 242,181 － 49,181
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（６）【大株主の状況】

  平成26年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

佐藤　良雄 札幌市中央区 367,000 38.40

株式会社エス・ジー・シー 札幌市東区北６条東２丁目３－１ 103,900 10.87

株式会社ＳＡＴＯ－ＧＲＯＵＰ 札幌市東区北６条東２丁目３－１ 36,800 3.85

斎藤　良正 青森県青森市 30,000 3.13

万徳　正男 滋賀県草津市 24,700 2.58

株式会社北洋銀行 札幌市中央区大通西３丁目７ 24,000 2.51

キャリアバンク従業員持株会 札幌市中央区北５条西５丁目７番地 15,700 1.64

中川　均 札幌市手稲区 13,600 1.42

土屋　公三 札幌市中央区 11,500 1.20

川島　猛 滋賀県彦根市 9,000 0.94

計 － 636,200 66.58

 
 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　955,600 9,556 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 955,600 － －

総株主の議決権 － 9,556 －

 
②【自己株式等】

平成26年11月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年９月１日から平

成26年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年６月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,035,206 887,699

売掛金 688,249 1,227,776

その他 33,724 36,506

貸倒引当金 △3,839 △2,493

流動資産合計 1,753,341 2,149,490

固定資産   

有形固定資産 43,657 39,369

無形固定資産   

のれん 75,196 65,796

その他 36,010 40,137

無形固定資産合計 111,206 105,934

投資その他の資産 183,245 219,190

固定資産合計 338,109 364,494

資産合計 2,091,451 2,513,984

負債の部   

流動負債   

買掛金 75,075 81,498

短期借入金 500,000 800,000

1年内返済予定の長期借入金 19,920 21,580

未払費用 301,685 343,790

未払法人税等 30,615 35,618

未払消費税等 57,418 114,249

その他 95,325 73,933

流動負債合計 1,080,040 1,470,669

固定負債   

長期借入金 61,820 50,200

その他 21,086 32,401

固定負債合計 82,906 82,601

負債合計 1,162,946 1,553,270

純資産の部   

株主資本   

資本金 242,181 242,181

資本剰余金 49,181 49,181

利益剰余金 354,205 377,338

株主資本合計 645,567 668,701

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 32,030 49,606

為替換算調整勘定 491 263

その他の包括利益累計額合計 32,521 49,869

新株予約権 7,729 8,411

少数株主持分 242,685 233,732

純資産合計 928,504 960,714

負債純資産合計 2,091,451 2,513,984
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年11月30日)

売上高 2,597,311 2,974,390

売上原価 2,065,664 2,430,962

売上総利益 531,647 543,428

販売費及び一般管理費 ※ 494,000 ※ 485,212

営業利益 37,646 58,215

営業外収益   

受取賃貸料 9,876 8,594

その他 2,185 4,732

営業外収益合計 12,061 13,327

営業外費用   

支払利息 2,854 2,764

賃貸費用 9,876 8,594

その他 1,376 250

営業外費用合計 14,107 11,609

経常利益 35,601 59,933

特別損失   

受託業務補償負担金 2,194 4,000

特別損失合計 2,194 4,000

税金等調整前四半期純利益 33,406 55,933

法人税等 16,757 29,473

少数株主損益調整前四半期純利益 16,648 26,460

少数株主損失（△） △8,854 △7,185

四半期純利益 25,502 33,645
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 16,648 26,460

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 8,976 20,316

為替換算調整勘定 276 △443

その他の包括利益合計 9,252 19,873

四半期包括利益 25,901 46,333

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 33,795 50,992

少数株主に係る四半期包括利益 △7,894 △4,659
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 33,406 55,933

減価償却費 15,685 13,845

のれん償却額 9,399 9,399

支払利息 2,854 2,764

売上債権の増減額（△は増加） △375,099 △539,526

営業債務の増減額（△は減少） △17,259 6,422

未払金の増減額（△は減少） △3,857 △26,745

未払費用の増減額（△は減少） 49,386 42,104

預り金の増減額（△は減少） 24,622 1,126

前受金の増減額（△は減少） △3,497 △2,113

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,797 56,830

その他 △14,320 △5,939

小計 △268,882 △385,896

法人税等の支払額 △14,467 △27,519

その他 8,109 △1,158

営業活動によるキャッシュ・フロー △275,240 △414,574

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △11,858 △3,055

無形固定資産の取得による支出 △426 △125

事業譲受による支出 △108,042 －

敷金及び保証金の回収による収入 － 5,109

敷金及び保証金の差入による支出 △2,976 △9,501

その他 799 △210

投資活動によるキャッシュ・フロー △122,504 △7,783

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 300,000 300,000

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △43,563 △9,960

配当金の支払額 △9,426 △10,544

少数株主への配当金の支払額 △4,097 △4,177

財務活動によるキャッシュ・フロー 342,913 275,317

現金及び現金同等物に係る換算差額 531 △465

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △54,300 △147,507

現金及び現金同等物の期首残高 902,423 1,025,206

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 848,123 ※ 877,699
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（四半期連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年６月１日

　　至 平成25年11月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年６月１日

　　至 平成26年11月30日）

給与及び賞与 227,609千円 221,909千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年６月１日
至　平成25年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年６月１日
至　平成26年11月30日）

現金及び預金勘定 848,123千円 887,699千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － △10,000 

現金及び現金同等物 848,123 877,699 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年６月１日　至　平成25年11月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当金（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年８月28日

定時株主総会
普通株式 9,556 1,000 平成25年５月31日 平成25年８月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年６月１日　至　平成26年11月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当金（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年８月27日

定時株主総会
普通株式 10,511 11 平成26年５月31日 平成26年８月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

EDINET提出書類

キャリアバンク株式会社(E05176)

四半期報告書

12/17



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年６月１日　至　平成25年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：千円）

 報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注)３
 

人材派遣

関連事業

人材派遣

関連事業

（関東）

人材紹介

事業

再就職支

援事業

ペイロー

ル事業
計

売上高           

外部顧客への売

上高
1,464,460 248,390 65,878 519,462 199,634 2,497,827 99,484 2,597,311 － 2,597,311

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

13,776 － 486 100 5,669 20,031 － 20,031 (20,031) －

計 1,478,237 248,390 66,364 519,562 205,304 2,517,859 99,484 2,617,343 (20,031) 2,597,311

セグメント利益又

は損失（△）
131,000 6,236 29,146 58,156 △29,778 194,761 8,975 203,737 (166,090) 37,646

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり，指定管理者制度に係る

施設管理及び語学研修事業等を含んでおります。

     ２．調整額は次のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△166,090千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

166,090千円が含まれております。

(2) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　３．セグメント利益は四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年６月１日　至　平成26年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：千円）

 報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注)３
 

人材派遣

関連事業

人材派遣

関連事業

（関東）

人材紹介

事業

再就職支

援事業

ペイロー

ル事業
計

売上高           

外部顧客への売

上高
1,681,887 281,145 58,938 656,591 253,037 2,931,600 42,790 2,974,390 － 2,974,390

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

12,459 802 1,287 37 6,781 21,367 － 21,367 (21,367) －

計 1,694,346 281,947 60,225 656,628 259,818 2,952,967 42,790 2,995,758 (21,367) 2,974,390

セグメント利益又

は損失（△）
172,893 2,597 19,636 67,922 △16,890 246,159 △11,197 234,962 (176,746) 58,215

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり，語学研修事業等を含ん

でおります。

     ２．調整額は次のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△176,746千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

176,746千円が含まれております。

(2) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　３．セグメント利益は四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年６月１日
至　平成25年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年６月１日
至　平成26年11月30日）

　　１株当たり四半期純利益金額 26円69銭 35円21銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 25,502 33,645

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 25,502 33,645

普通株式の期中平均株式数（株） 955,600 955,600

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

　　　２．平成25年12月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年１月13日

キャリアバンク株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 香川　　　順　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 五十嵐　康彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているキャリアバンク

株式会社の平成26年６月１日から平成27年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年９月１日か

ら平成26年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年６月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、キャリアバンク株式会社及び連結子会社の平成26年11月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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